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　廢糖蜜 を原料 とす る酵母製邉工 場の 廢液か らビ タ ミ ン B6 を回牧 す ぺ く費驗を行つ た 結果

　（1） 活性白土 を廢液に對 し1．5〜2％加 え る と存在す る Beの約 50％ を吸着せ しめ得 る．

　（2 ） イ オ ン 交換樹脂厨に 廢液を流過 させ る場合 そ の lgt：500Ceを流 して約 50％の B6 を捕集 し

吸着樹脂か ら B6 を溶出す る に は N −NaOH が 適當で 90％ 以 上 を回牧 し得 る．使用 しアこ樹脂は 容
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P

易 に再生 し得 る が高價なの が缺點 で あ る．

　（3 ）　粒 歌活性炭を用 い る流過 吸 着は結果が良好で あ るが 溶出が 困難 で あ るか ら實用は困難 で

あ ろ う．

　本箕驗は恩師高田 亮李歡授御詣導 の 下 に 行 つ た もの で 厚 く御禮申 し上 げ る．叉 箕驗 に 助力 され た岸部忠信

君 ヂ イ オ ン 交 換性合成樹脂使用 に 當 つ τ 種 々 御教 示 と御便宜を賜 わつ た籐原 元 典 ， 清水博兩 氏 ， 現場質驗 に

當 つ て 御便宜 を賜 わ つ た高砂 工場花幾課長 ， 高 田係畏 に深謝す る．

　伺 本 笈1驗 ｝ま三虻部省 自然 禾斗學 研 究 費 1こ よつ テこ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高 田 研 究室幸艮告第296）
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Eremothecium 　Ashbyii の ビ タ ミ ン B2生産

に關す る 研究 （第 22報）

滲 透 壓 低 下 胚 芽 培 養 試 驗

高田　亮 ZF ・ 木村 　俊雄

（京都大學工 學部 工 業化學歡室）

　胚芽 を原料 とする Eremotheeium の 培養 に當 b原料胚芽を浸漬睨水す る操作が有効 で ある 事

は 以前か ら認め 工 業的 に應用 して い るが共の後 こ の浸漬の意義を探究 した結果浸潰操作の効力は
　 ウ

次分 の除 去即ち滲透壓の 低下 に あ る こ とを明かに しt：　1）．原料胚芽は 50％水分 で その 滲透壓は 20

氣壓附近 に あ る が浸潰に よつ て 1Q氣壓程度 まで 低下 す る．1Eremotheeiumの最適滲透壓は 5氣壓

附近 に あ る か ら從來の 浸漬法 は最遖 の 條件 とは い えな い ．胚芽 は浸漬に よ つ て 7X分 も除か れ る が

同時 に 可溶含水 炭素及び蛋白質並 び に 微粒糠分 も失 われ こ の操作に よ る實量損失は 30％ に 及ぶ か

ら浸漬は 工 場操作として 問題が あ る．滲透壓の 低下 は 含有荻分を除去 しな くて も胚芽に 次分の 少

い 資料 を加 えて も目的を逹し得 る筈 で あ る．今 回 の實驗は こ の 方針の 下 に行 つ た もの で 胚芽を粉

宋 とし こ れ に 澱 粉或い は小 麥粉を混 じて友分の％ 含量を：低下 せ しめ た もの に Eremothecium の ，

培養 を行 つ た。

〔1） 試 驗 、方 法

　（1） 稀 釋 用 材 料

　胚芽の衣分 を低下 させ るため の稀釋材料 として 次 の 6種 を考 えた．（104頁， 第1表）
．

　大 豆 は 次分が 多 く培養威績 も営然不良で 棄て た。甘 藷粉 と生甘藷 もあ まり効力が な く玉蜀黍嫉

汚肇が多 く結局澱燐≒小蓊粉 に環い て聿としτ軍驗 を行つ た
1
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　（2） 培 養 基 の 調 製

　粒歌胚芽 で は 均一を鋏 くか ら粉碎して 使用 した ．胚芽粉 に 所要量の 稀釋物を混合 し同量の 水を

加 え て 練合 し線歌に壓出 し フ ラ ス コ 中に入れ 綿栓後151bで 40分殺菌 して 使用 した．

　（3 ） 培養及 CE　B2の定量　
』
　　　　　　　　　　

‘

　Eremothecium 胚 芽増養の數粒 を接種 し28℃ に 2週間培養し乾燥粉碎後抽出し重 ク ロ ム 酸比 色

法 で B2 を定量 した ．比較用 として 浸漬胚芽に壻養を行い 對照 とした．

〔皿〕　澱粉添加増養試驗

’
胚芽の滲透壓を 5氣壓前後に下げ る には3倍の澱粉を混和 すれば よ い O と 丶 な るが先す澱 粉量を

種 々 變化 して試 驗 した．澱粉添加が％程度 まで は球型 し得るが多 くな る とその ま 丶 線朕 に し難 い

めで 1部 の澱粉 を糊化 し て 粘着性を もた せ たが殺菌 中に融 着し易 く均等 に 形 欣は保て な か つ た．

比較用 として 浸漬胚芽N．び浸潰胚芽粉咸型物を採 つ た．

　 1．第 1 回 試 驗

　胚芽粉 に 1〜 30Q％の澱粉 を加 え て培養 した結果 を次に 示 す． 何れ も3個す つ 平行に培養 した甼

均の B2 γ1gで 示 した ．

材 料 Ba 材 測 ・・ 困 料 B2
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　帥ち原料胚芽粉で 213r19で あ る の に對 し こ れ に 澱 粉を加用すれ ば澱粉量に應 じ て B2生 産 量 を

増 し100％加用 に お い て 2010γ19の最高を示 した． 100％以上 の澱撈を加 える と却 つ て結果が よ く

なか つ たが これ は形 が壊れ表 面積が小 さ くな つ た た めで あ ろ う と考 え る．

　（2 ） 第 2 回 試 驗

　前回よ りも灘饗量を増 しτ軍驗 した結果 を次に示 す．
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　帥ち米胚芽粉｝：3pr倍の澱粉を加 えた場含 B2 は最高で それ 以上 の 添 加は却つ て B2生産量を減 じ

た が こ の 場合 も多量の澱粉 を 加 えた も の で は 互 に粘着 し易い の が原因 で あろ うと考え られ る．

　（3 ） ペ プ ト ーン 添加試驗

澱粉を多 くする と窒素源 に不足 する憂 えが あるの で ペ プ トー
ヒを 0ρ4％の割合に補つ て 培養 し

た （105頁 ， 第1表 ）．

ペ ハ
ー

γの効果は譯め ら醜 い，
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　（4 ） 給水 量 の 比 較

滲透壓の低下 は給水量を多 くして も目的を達 し得 る筈 で あるが水 を多 くする と粒 子が融着し易

い ので給水 量に も限度が ある．次 に澱 粉添加量を 3〜10．O％ とした場合給水量 をユρ 〜 1」倍に變 え

て培養を行 つ た結果を示 す．
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　給水量 を多 くす る とB2生産量が多 くな るこ とは 3％澱粉添加の場合 に認め られ る所で あ る が 水

が 多 くな る と汚染 を受け易 く安全 な手段 で は ない ．

　　　　　　　　　　　　　　　 衄 〕 小 麥粉i瀝加培餮試驗

　小 麥粉は 澱 粉よ b滲透 壓が高 い 筈で ある が粘着凝 固性に ta一い て 成型 に有 利で あろ う と考 孝られ

る の で 培養に使用 し た ．結果 を次 に 示 す．　　
t”’

小麥 粉 ％　［　o　　i　5 ・・ ｛67 100 150 300

B2Tfg 3351 … 　 3・3・ i・・6・ 1・… い 18。 ・・3・

epち・亅屡 撚 櫨 が2・5％ で 既に著 しい 螺 が現 わ 燃 縫 をpm
” す 沸 ・B ・生齷 を檜 し 3倍添

加で 6500r19に 及ん だ，斯 く小 麥紛 と胚芽 の組合 わ せ は Eremotheciumの 培 養に極 め て 有利で ある．

　　　　　　　　　　　　　　〔亜〕 甘藷其 の他 の 添加培養試驗

　甘藷 は友分が稍 多いが生産額が大 き く且加水せ す その ま ts用い 得 る便が ある の で 試驗 を行 つ た ．

生 甘藷 を卸 し胚芽粉 に 混 じ水 分が 50・v60 ％ とな る よ う調節 して使用 した．實驗 中電氣事情が悪化

し恒温 を保 ち得 なか つ πの で よい 結果が得 られ なか つ だ．

甘藷添加量％ ・ 1 ・ 3 ・ i　 ・e 20

B2 γ〆9 120 ・・ 1 ・4・ 167 440 458

　甘藷 の加用 もや は bB2 生 産 に 有利 に働 く．
’

　＃藷粉 ， 玉蜀黍 ， 大豆 等に つ い て も實驗 を行つ た がよい 結果は得 られ なか つ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （V〕 踪　　　　 括

　Eremothecium の米胚芽増養に お い て浸漬に よ る次分除去の 代 bl二友分の 少 い 澱粉原料
rGbO

芽

粉を稀釋 す る方針 で培養を行っ た結果．　　　　　　　　　　　　 ．

　1） 胚芽粉に 澱 粉を加 える とB2 生産量を著し く増加 す る が添加適量は 胚芽 と同量程度 、で あ っ

て そ れ 以上 の 添加 は成型 に 困難 を來 して結果がよ くない ．
』

　2） 小麥粉の 添加は澱粉 よ り も有効で 胚芽粉に 對 し3倍の 小麥粉を加 え る と6500r！9 の B2 を 有

す る製品が得 られ る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高 田研 究室報告第W2）
，
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